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（公財）げんでんふれあい茨城財団 

 

 

第２５回げんでん科学技術振興大賞等の受賞校決定について 
 

（公財）げんでんふれあい茨城財団は、明日を担う児童・生徒の方々が広く科学技

術に関して独創性と豊かな創造性を育んでいくことを目的に「げんでん科学技術振

興事業」（＊）を実施しております。 

このほど助成対象校から提出された調査・研究成果１７件（小学校５件、中学校６

件、高等学校６件）について「選考委員会」で審議の結果、「げんでん科学技術振興

大賞」、「同奨励賞」の受賞校が別紙のとおり決定しましたのでお知らせいたします。 

 なお、選考委員会は茨城県教育庁、茨城県教育研究会理科教育研究部及び茨城

県高等学校教育研究会で構成し、小・中学校の部を１１月８日（火）に、高等学校の

部を１１月１０日（木）に開催いたしました。 

 また、表彰式は、令和４年１２月９日（金） １３時３０分から、茨城県庁９階の講堂

にて開催しますので、併せてお知らせいたします。 

  

 

 

  ＊：本事業は、県内の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校、高等学校及び特別

支援学校の児童・生徒のグループを対象に、科学技術に関する調査・研究計画を公募

し、優れた計画の児童・生徒のグループの学校に対し、理科教育の充実に資することを

目的に助成する。また、その助成にもとづく調査・研究成果のうち、優れた成果を収めた

児童・生徒のグループの学校に対し、理化教育の一層の充実に寄与するために「げん

でん科学技術振興大賞」及び「同奨励賞」を授与する事業。 

 

 

 

 

【問合せ先】 （公財）げんでんふれあい茨城財団 

担 当： 信澤 ・ 佐藤 

日本原子力発電（株）東海事業本部  

地域共生部内 ＴＥＬ０２９－２８７－１２５１ 

 

（お知らせ）



 

第２５回 げんでん科学技術振興大賞・奨励賞 受賞校 

 

（１）げんでん科学技術振興大賞 

学校 の 種類  学校 名 及び グ ル ー プ 名  調査・ 研 究 の名 称  

小学 校 の部  
取手 市 立取 手西 小 学校  

SDGｓ 給食 の生 ゴミ 堆 肥調 査 班

Ｓ Ｄ Ｇｓ  資 源循 環 型社 会を 目指 し て 

～給 食 生ゴ ミリサイ クル 堆肥 の 可能 性を 探る ～

中学 校 の部  
県立 鹿 島高 等学 校 附属 中学 校

サイエ ンス 部  

校 庭 の 謎 の 生 物 、 イ シ ク ラ ゲ （ Nostoc

commune） の秘 密を 追 う PartⅢ  

～ 学 校 敷 地 内 に 生 息 す る イ シ ク ラ ゲを 活 用 し た

SDGｓ の 取 組と 環 境保 全に 関 する 研究 ～  

高等 学 校の 部  
県立 下 妻第 一高 等 学校  

科学 部  

ヤブカラシの生態Ⅸ 

～根における負の化学屈性時のアミロプラストの

反応とカスパリー線の形成について～ 

（２）げんでん科学技術振興奨励賞 

学校 の 種類  学校 名 及び グ ル ー プ 名  調査・ 研 究 の名 称  

小学 校 の部  

稲敷 市 立江 戸崎 小 学校  

科学ク ラ ブ 

火 花 が き れ い で 長 持 ち す る 線 香 花 火 の 研 究 に

つい て  

東海 村 立村 松小 学 校  

5 年生  環 境ビ オ トー プ 委員 会  

東 海 村 村 松 小 学 校 ビ オ ト ー プ の 秘 密 と 学 校 周

辺のホ タ ル の生 息 調査  

中学 校 の部  

県立 土 浦第 一高 等 学校  

          附 属 中学 校  

科学 部  

れ んこ ん バ イオ マ ス の 活用 法  

県立 日 立第 一高 等 学校  

          附 属 中学 校  

科学 部  マ イク ロ プラ ス チック班

会 瀬 海 水 浴 場 に 落 ち て い る プ ラ ス チ ッ ク ご み に

関す る 研 究  

高等 学 校の 部  
県立 水 戸第 二高 等 学校  

科学 部 数理 科学 班  

金属 葉  ～ Zn 二 次電 池の 可 能性 を 探る ～  

 


